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真
澄
が
記
し
た
河
辺
郡

『
月
の
出
羽
路
河
辺
郡
』『
勝
地
臨
毫
河
辺
郡
』
を
中
心
に

大　

場　

与
志
美

　
　

は
じ
め
に

　

菅
江
真
澄
は
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
二
〇
年
前
の
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）
九
月
末
、三
崎
峠
（
象
潟
町
）

を
経
て
初
め
て
秋
田
に
入
っ
た
。
三
十
一
歳
の
壮
年

で
あ
っ
た
。
天
明
の
飢
饉
が
深
刻
化
し
て
い
た
時
で

あ
る
。
そ
の
後
、
矢
島
・
湯
沢
か
ら
久
保
田
を
経
て

津
軽
、
南
部
、
伊
達
領
な
ど
を
通
り
、
天
明
八
年
、

北
上
し
て
松
前
に
渡
っ
て
四
年
間
滞
在
し
た
あ
と
、

天
明
四
年
か
ら
十
七
年
後
の
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）

十
一
月
に
岩
館
か
ら
再
び
秋
田
に
入
っ
た
。
そ
し

て
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
七
月
、
仙
北
郡
で

七
十
六
歳
で
亡
く
な
る
の
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は

か
な
り
長
命
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

再
び
秋
田
に
来
て
か
ら
実
に
二
十
八
年
の
長
い

間
、
県
内
各
地
を
歩
き
、
多
く
の
、
日
記
、
地
誌
、

随
筆
、
図
絵
集
な
ど
を
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
民
俗
、
歴
史
、
地
理
、
国
学
、

詩
歌
、
考
古
、
本
草
、
宗
教
な
ど
広
い
分
野
に
及
よ

ぶ
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

久
保
田
に
住
ん
で
い
た
真
澄
は
河
辺
郡
の
村
々
を

何
度
か
訪
れ
て
い
る
。
当
時
太
平
川
を
渡
れ
ば
河
辺

郡
で
あ
り
比
較
的
近
い
地
域
で
も
あ
っ
た
。

　
　

河
辺
郡
の
昔
と
今

　

当
時
の
秋
田
藩
は
出
羽
六
郡
、
す
な
わ
ち
秋
田
、

山
本
、
河
辺
、
仙
北
、
平
鹿
、
雄
勝
郡
か
ら
な
っ
て

い
た
。
河
辺
郡
は
中
世
に
は
豊
島
氏
が
今
の
戸
島
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に
豊
島
城
を
築
き
こ
の
地
方
を
領
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
豊
島
郡
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
現
在
の
河
辺
郡

は
河
辺
町
と
雄
和
町
の
二
町
の
み
で
あ
る
が
、
真
澄

が
記
録
し
た
当
時
の
河
辺
郡
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に

か
な
り
広
い
地
域
と
な
っ
て
い
た
。

　

現
在
の
河
辺
町
の
全
部
、
今
の
雄
和
町
の
う
ち
女

米
木
、
左
手
子
の
辺
り
ま
で
、
協
和
町
の
一
部
船
岡

の
辺
り
ま
で
、
そ
れ
に
今
で
は
秋
田
市
と
な
っ
て
い

る
新
屋
、
浜
田
、
石
田
坂
、
豊
岩
の
辺
ま
で
と
、
秋

田
市
の
東
部
の
上
北
手
、
下
北
手
、
そ
れ
に
桜
、
横

森
、
牛
島
な
ど
、
太
平
川
を
境
と
し
て
そ
の
外
側
の

地
域
と
な
っ
て
い
た
。
寛
文
四
年
に
豊
島
郡
か
ら
河

辺
郡
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
点
で
全
部
で
五
十
九
カ

村
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
に
入
っ
て
の
大
合
併
、
そ

の
後
大
正
・
昭
和
の
分
離
合
併
な
ど
で
現
在
の
形
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
十
七
年
一
月
に
は
河
辺
、
雄
和
両
町
の
秋
田

市
へ
の
合
併
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は
河
辺
郡

そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
真
澄
が
記
し
た
河
辺
郡
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。

　
　

真
澄
の
河
辺
郡
に
つ
い
て
の
記
録

　

河
辺
郡
に
関
し
て
、
真
澄
が
記
録
し
た
も
の
と
し

て
は
、
現
在
次
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
勝
地

臨
毫
河
辺
郡
』『
月
の
出
羽
路
河
辺
郡
』『
筆
の
山
口
』

『
槻
の
若
葉
』、
ほ
か
に
『
勝
手
の
雄
弓
』
の
中
に
書

か
れ
て
い
る
図
絵
な
ど
で
あ
る
。

◇
『
勝
地
臨
毫
河
辺
郡
』
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
地
誌
を
作
成
し
よ
う
と
し

た
時
の
写
生
図
と
見
ら
れ
る
。
余
白
に
説
明
文
が
あ

る
。
全
九
丁
、
絵
は
八
枚
と
少
な
い
。
大
型
本
で
表

紙
に
河
辺
郡
の
十
七
カ
所
の
地
名
を
記
し
て
い
る
。

◇
『
月
の
出
羽
路
河
辺
郡
』　

文
化
九
年
〜
十
年
の

頃
に
書
い
た
地
誌
草
稿
と
み
ら
れ
る
。
正
式
な
名
称

は
『
月
の
い
伝
波
路　

上
の
巻　

河
辺
ノ
郡　

一

事
』と
な
っ
て
い
る
。
上
の
巻
と
は
な
っ
て
い
る
が
、

下
の
巻
は
未
発
見
で
あ
る
。
下
の
巻
も
書
く
予
定
で

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
形
本
で
全
二
六
丁
、

清
書
ま
で
は
ゆ
か
ず
、
未
完
成
本
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
誌
に
は
、
地
区
の
項
目
が
二
十
五
カ
所
と
神

社
四
カ
所
の
記
述
が
あ
る
。
雄
和
町
に
つ
い
て
の
記

述
は
少
な
く
、
真
澄
は
雄
和
町
へ
入
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

◇
『
筆
の
山
口
』　

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
日

記
で
、
三
月
上
北
手
大
戸
の
松
淵
家
に
行
き
、
上
北

手
を
探
訪
し
た
時
の
日
記
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
上

北
手
の
大
戸
よ
り
見
た
鳥
海
山
の
絵
な
ど
図
絵
三
枚

（
説
明
文
あ
り
）
が
あ
る
。

◇
『
槻
の
若
葉
』　
『
筆
の
山
口
』
に
続
く
日
記
で
あ

る
が
僅
か
半
日
の
記
録
で
あ
る
。『
筆
の
し
が
ら
み
』

の
中
に
入
っ
て
い
る
。

◇
『
勝
手
の
雄
弓
』
の
中
の
図
絵
十
六
枚

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
八
月
、
那
珂
通
博
（
藩
校

明
徳
館
助
教
）ら
と
、勝
手
明
神（
秋
田
市
太
平
黒
沢
）

に
詣
で
た
あ
と
、
岩
見
三
内
（
河
辺
町
）
の
奥
地
ま

で
行
っ
た
時
の
日
記
の
中
に
描
か
れ
た
図
絵
三
十
四

枚
の
中
の
十
六
枚
の
図
（
説
明
文
あ
り
）
で
、
河
辺

郡
の
も
の
と
し
て
は
、
岩
見
三
内
地
区
の
筑
紫
森
、

鵜
養
、
殿
淵
な
ど
を
描
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
日

記
は
残
念
な
が
ら
勝
手
明
神
か
ら
先
の
文
章
は
現
存

し
な
い
が
、
残
さ
れ
た
図
絵
に
よ
り
当
時
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
真
澄
が
記
し
た
河
辺
郡
の
村
々
な
ど
を
図

絵
と
地
誌
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。

　
　

一
、
大
野
の
湖
ほ
か

　

今
の
秋
田
市
大
野
の
あ
た
り
か
ら
眺
め
た
風
景
を

描
い
た
も
の
で
、
そ
の
上
部
余
白
の
と
こ
ろ
に
か
な

り
長
い
説
明
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

　

「
雄ヲ
ナ
ガ
タ

生
滷 

或
言
男
名
潟 

今
言
フ
大
野
ノ
湖カ
タ

也
。
二
屋
村
、

お
茶
屋
橋 

又
言
猿
田
川
サ
ル
タ
バ
シ 

三
屋
村
、
戸
嶋
村
、

柳
原
、
竹
原
ノ
社
、
大
野
村
、
仁
井
田
駅
、
仁
井
田

村
、
古
川
、
御
膳
川
、
金
照
寺
山
、
桜
山
、
荒
牧
邑
、

福
嶋
村
、
中
嶋
ノ
三
狐
坊
、
大
野
ノ
一
本
柳
。
古
道

は
今
道
よ
り
西
二
丁
に
在
り
、
む
か
し
は
将
軍
家
の

□
□
竹
原
ノ
社
と
い
ふ
あ
ら
む
、
い
つ
れ
ぞ
と
尋
ね
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ら
れ
し
か
と
御
社
は
さ
ふ
ら
は
ね
と
、
田
ノ
字
に
竹

原
と
申
処
の
人
と
こ
た
へ
ぬ
。
今
竹
原
三
光
ノ
宮
と

て
、
日
月
星
を
斎
ふ
に
や
、
六
月
十
一
日
に
祭
り
あ

り
。
又
稲
荷
を
祭
る
に
や
、
倭
訓
栞
ニ
言
ク
、
伊
勢

鎭
座
記
に
専タ
ウ
メ女
三
狐
ノ
神
と
い
へ
る
に
よ
れ
る
な
る

べ
し
。
田
村
街
道
と
い
ふ
あ
り
、
い
に
し
坂
上
将
軍

逆
徒
退
治
の
と
き
、
此
道
を
通
り
給
ひ
し
と
い
ふ
。

昔
の
往
復
の
道
な
る
よ
し
。
秋
田
巡
礼
七
番
を
糸
曳

観
音
、
ま
た
め
な
り
観
音
と
云
、
こ
れ
は
妙
理
と
い

ふ
こ
と
に
や
と
お
も
ふ
に
、
村
に
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ

事
あ
れ
ば
、
此
ぼ
さ
つ
女
と
な
り
て
夜
な
夜
な
哭ナ

き

あ
り
き
給
ふ
、
俗
サ
ト
ビ
ゴ
ト語
に
め
ろ
め
ろ
と
な
く
を
言
ふ
よ

り
し
か
い
へ
り
と
な
む
い
へ
り
。
呂
理
ノ
社
の
春
祭

は
三
月
十
七
日
、
秋
祭
は
九
月
九
日
也
」

と
あ
り
、
広
々
と
し
た
大
野
の
湖
と
そ
の
手
前
の
大

野
村
、
北
の
方
に
仁
井
田
村
、
二
屋
村
、
猿
田
川
に

か
か
る
お
茶
屋
橋
、
そ
し
て
金
照
寺
山
、
桜
の
方
ま

で
て
い
ね
い
に
描
い
て
い
る
。
当
時
は
二
ツ
屋
あ
た

り
ま
で
男
女
潟
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
き
い
湖
沼
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
も
田
畑
は
少
し
残
っ

て
は
い
る
が
、
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
き
て
お
り

昔
の
面
影
は
な
い
。

　

こ
の
あ
た
り
を
書
い
た
『
月
の
出
羽
路
河
辺
郡
』

（
以
下
地
誌
と
す
る
）
を
見
て
み
よ
う
。

　

「
…
…
み
な
お
や
村
に
ひ
と
し
く
稲
田
佃
り
、
瓜
、

茄
子
、　
（
大
根
）、
牛
蒡
な
ど
は
た
つ
も
の
を
、
女

は
お
ひ
て
久
保
田
の
市
に
そ
う
る
め
る
。
広
幡
ノ
社

あ
り
。
右
に
つ
ち
の
と
巳
ま
ち
の
石
ぶ
み
、
左
に
か

の
え
さ
る
つ
か
の
石
を
た
て
り
。
槻
の
わ
か
葉
の
茂

り
た
つ
中
に
。
朱
の
鳥
居
い
ち
じ
る
し
。
九
月
十
九

日
の
祭
に
は
、
た
な
つ
も
の
は
た
つ
も
の
も
、
と
り

と
り
に
さ
さ
げ
奉
る
と
な
ん
。
…
…
行

く
て
小
さ

き
神
の
ほ
ぐ
ら
あ
り
。
何
神
と
と
へ
ば
、
あ
な
い
さ

ん
こ
ぼ
う
と
い
ら
ふ
。
い
か
な
る
神
に
や
と
お
も
へ

ば
、
古
狐
の
名
な
り
と
な
む
。
竹
原
の
三
狐
ノ
社
を

う
つ
せ
る
に
や
。
稲
荷
大
明
神
の
札
さ
せ
り
。
…
…

あ
ま
そ
ぎ
め
け
る
高
き
し
に
居
て
、
む
か
う
き
し
べ

を
見
や
れ
ば
、
と
こ
ろ

く
に
ち
り
の
こ
る
花
の
、

若
葉
の
中
に
あ
ら
は
れ
て
、石
名
坂
（
秋
田
市
豊
岩
）

の
こ
こ
ら
の
家
ど
も
、
見
え
み
見
え
ず
み
、
舟
さ
し

く
だ
る
に
、
ま
た
、
わ
た
し
守
の
行
か
ふ
る
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
あ
る
と
こ
ろ
也
。」

と
記
し
、
仁
井
田
と
同
じ
く
大
野
で
と
れ
た
野
菜
を

女
の
人
が
背
負
っ
て
久
保
田
の
市
に
売
り
に
出
て
い

た
こ
と
、
ま
た
広
幡
の
社
（
現
在
の
八
幡
神
社
）

や
、
竹
原
の
社
（
今
の
三
皇
熊
野
神
社
奥
殿
）
な
ど

も
記
し
て
い
る
。
八
幡
神
社
の
境
内
に
は
今
も
巳
待

の
石
碑
、
庚
申
搭
な
ど
が
現
存
し
て
い
る
。
つ
ち
の

と
巳
ま
ち
と
は
巳
待
と
も
い
わ
れ
、
己
巳
日
の
巳
の

刻
を
ま
っ
て
弁
財
天
を
祈
念
す
る
と
福
運
が
授
か
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
己
巳
の
日
は
弁
財
天
の
縁
日

で
隔
月
に
や
っ
て
く
る
。
八
幡
神
社
の
石
碑
は
境
内

に
入
っ
て
右
側
奥
に
現
存
、
一
㍍
ほ
ど
の
四
角
い
石

塔
で
巳
待
ち
供
養
塔
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
十
月

と
年
号
が
彫
っ
て
あ
る
。
か
の
え
さ
る
つ
か
と
は
庚

申
塔
の
こ
と
で
神
社
の
前
の
小
さ
い
お
堂
の
中
に
現

存
し
て
い
る
。
所
謂
、
三
猿
二
鶏
が
彫
ら
れ
、
享
保

十
八
年
（
一
七
三
三
）
の
年
号
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
今
は
三
つ
の
猿
の
図
が
や
っ
と
わ
か
る
程
度

に
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
三
皇
熊
野
神
社
は
今
か
ら

一
二
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
桓
武
天
皇
の
御
代
に
創
建
さ

れ
た
と
い
わ
れ
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
征
伐
の
途

中
戦
勝
祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
牛

島
の
鎮
守
と
し
て
地
元
の
祟
敬
を
集
め
て
い
る
。
な

大野の湖《勝地臨毫河辺郡》
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お
、神
社
の
横
に
は
お
稲
荷
さ
ま
も
祭
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
図
絵
の
説
明
文
に
は
め
ろ
り
観
音
に

つ
い
て
も
書
い
て
い
る
。
こ
の
観
音
様
は
も
と
三
皇

熊
野
神
社
に
あ
っ
た
が
、
明
治
の
始
め
こ
ろ
、
神
仏

分
離
令
に
よ
り
、
牛
島
の
宝
袋
院
（
曹
洞
宗
）
に
移

さ
れ
、
今
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

猿
田
川
に
か
か
る
お
茶
屋
橋
は
当
時
、
大
野
の
方

か
ら
見
る
と
途
中
遮
る
も
の
も
な
く
、
湖
の
向
こ
う

に
は
っ
き
り
見
え
た
よ
う
で
あ
る
。
羽
州
街
道
が
牛

島
を
通
っ
て
い
て
、
参
勤
交
代
な
ど
の
際
、
こ
の
橋

の
た
も
と
の
茶
屋
で
休
憩
し
、
見
送
り
の
人
達
に
別

れ
を
惜
し
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

大
野
を
含
む
仁
井
田
は
藩
政
時
代
か
ら
野
菜
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
、
今
も
秋
田
市
民
市
場
周
辺
で
野

菜
を
商
う
女
性
は
仁
井
田
の
人
が
多
い
。
仁
井
田
は

秋
田
長
大
根
、河
辺
長
大
根
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

大
根
の
稲
架
掛
は
白
い
カ
ー
テ
ン
と
呼
ば
れ
、
晩
秋

の
風
物
詩
で
あ
る
。

　
　

二
、  

二
井
田
村
（
仁
井
田
村
）
ほ
か

　

絵
の
上
部
余
白
の
説
明
文
で
は
「
二
井
田
村
、
駅

ヤ
チ
比
良
、
ヨ
コ
マ
チ
、
中
村
、
下
村
、
目
名
形
村
、

横
山
村
、
宝
量
崎
村
、
苗
代
沢
村
、
二
ッ
屋
村
、
大

蛇
峰
、
山
田
ノ
戈
ツ
ク
シ
モ
リ森
、
御ヲ

膳モ
ノ
カ
ワ川
ノ
旧フ
ル
カ
ワ水
」
と
な
っ
て

い
て
、
二
井
田
村
と
そ
こ
か
ら
見
た
大
き
い
川
（
雄

物
川
）
遠
く
の
集
落
な
ど
広
角
的
に
描
い
て
い
る
。

　

地
誌
で
は
、
横
町
の
大
日
如
来
堂
、
十
王
堂
、
そ

し
て
空
心
庵
（
中
村
）
の
由
来
を
書
き
、
続
い
て

　

「
…
…
古
河
は
、
寛
永
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
梅
津

半
右
衛
門
の
功
な
り
。
河
曲
の
村
々
、
花
の
い
と
お

も
し
ろ
く
咲
き
た
る
に
、
雨
ふ
り
き
ぬ
れ
ば
、

　

春
雨
の
ふ
る
河
の
べ
の
山
桜
ぬ
る
も
い
と
は
し
花

　

の
し
た
み
ち
」

と
詠
ん
で
い
る
。
も
と
仁
井
田
地
区
は
一
面
の
沼
地

や
湿
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
秋
田
藩
家
老
梅
津
半
右
衛

門
憲
忠
が
新
田
開
発
を
計
画
し
て
着
工
、
そ
の
子
孫

も
引
き
継
ぎ
、
着
工
よ
り
四
代
、
約
八
十
年
の
歳
月

を
か
け
て
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
完
成
し
た
と

い
わ
れ
、
こ
の
た
め
仁
井
田
地
区
に
は
萬
雄
寺
（
曹

洞
宗
・
梅
津
家
建
立
・
現
在
金
照
寺
山
下
）
の
檀
家

が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
元
禄
九
年
に
梅
津
家

家
臣
に
よ
る
農
民
の
撫
で
切
り
事
件
が
あ
り
、
今
の

仁
井
田
切
上
の
地
名
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
件
の
こ
と
に
つ
い
て
、
真
澄
は
何
も
書
い
て

は
い
な
い
。
真
澄
の
久
保
田
滞
在
は
梅
津
家
の
庇
護

の
下
に
あ
っ
た
。
書
く
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
　

三
、
嫗
池　

な
ど

　

左
上
の
説
明
文
で
は「
目
名
形
ノ
枝
郷
優
婆
塘
村
。

嫗
堤
村
、
嫗
池
、
宝
竜
埼
村
、
宝
量
権
現
ノ
社
、
苗

代
沢
、
雙
児
沢
、
門
兵
衛
沢
、
降
り
沢
、
観
音
堂
、

大
日
堂
」
と
な
っ
て
い
る
。
手
前
に
嫗
堤
と
大
き
い

嫗
池
、
そ
の
先
に
田
畑
と
宝
竜
崎
村
、
遠
く
山
裾
に

集
落
、
そ
し
て
池
の
ほ
と
り
の
道
を
鍬
の
よ
う
な
も

の
を
か
つ
い
だ
農
夫
ま
で
描
い
て
い
る
。

　

地
誌
で
は
、
嫗
堤
村
は
当
時
家
が
七
軒
あ
っ
た
こ

と
、
宝
量
崎
村
に
つ
い
て
は
家
が
全
部
で
五
軒
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
当
時
の
嫗
池
は
今
の

宝
竜
崎
下
溜
池
と
な
っ
て
い
て
、
ゴ
ル
フ
場
が
そ
ば

に
あ
る
。
真
澄
が
「
中
に
胡
瓜
、
糸
瓜
の
さ
ま
し
た

石
像
が
二
つ
立
っ
て
い
る
」
と
書
い
た
宝
竜
権
現
は

宝
竜
神
社
と
し
て
集
落
の
は
ず
れ
に
現
存
し
て
い

る
。
今
、
池
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
見
る
と
向
こ
う
に

二井田村《勝地臨毫河辺郡》
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大
き
な
日
赤
病
院
が
見
え
る
。

　
　

四
、
桜
村
の
萬
雄
寺　

ほ
か

　

こ
の
絵
の
余
白
に
長
い
説
明
文
を
書
い
て
い
る
。

　

「
桜
村
に
建
る
桜
田
山
萬
雄
寺
は
梅
津
家
の
菩
提
寺

な
り
。
…
…
山
の
峡
に
瑠
璃
光
の
森
と
て
、
薬
師
仏

を
祭
る
、
是
な
ん
桜
村
の
姓ウ
ジ
ガ
ミ神
と
よ
ぶ
…
…
」
と
あ

り
、
以
下
省
略
し
た
。

　

地
誌
で
は
萬
雄
寺
の
由
来
を

　

「
…
…
憲
忠
や
や
年
老
て
、
寛
永
七
年
庚
午
ノ
七
月

十
一
日
に
卒
れ
り
。
か
く
て
闐
信
寺
に
葬
む
。
法
名

を
萬
雄
英
傑
居
士
と
言
ふ
。
憲
忠
ノ
子
半
右
衛
門
忠

国
、
父
の
た
め
に
知
行
所
の
桜
村
に
仏
刹
を
建
て
、

桜
田
山
萬
雄
寺
と
い
ふ
。
寛
永
八
年
辛
未
七
月
に
寺

成
就
て
、
憲
忠
の
亡
骸
を
闐
信
寺
よ
り
ふ
た
た
び
桜

村
の
寺
に
う
つ
し
を
さ
め
ぬ
…
…
」と
書
い
て
い
る
。

　

図
絵
に
は
小
高
い
山
の
裾
に
萬
雄
寺
と
そ
の
境
内

を
描
き
、
す
ぐ
前
か
ら
大
き
い
池
、
寺
へ
の
松
並
木

を
、
そ
し
て
左
端
に
、
瑠
璃
光
の
森
の
薬
師
様
と
鳥

居
な
ど
も
描
い
て
い
る
。
今
訪
ね
て
み
る
と
池
は
な

く
、
そ
の
あ
た
り
は
ア
パ
ー
ト
な
ど
住
宅
地
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
先
の
小
高
い
所
に
宗
入
寺
（
真
宗
大

谷
派
）
が
新
し
く
建
ち
、
ま
わ
り
は
墓
地
と
な
っ
て

い
て
当
時
の
面
影
は
な
い
。
梅
津
家
の
墓
は
も
と
に

あ
っ
た
場
所
か
ら
少
し
離
れ
た
、
旧
寺
跡
の
一
部
の

小
高
い
所
に
集
墓
、
移
さ
れ
て
い
る
。
萬
雄
寺
は
明

治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
楢
山
の
金
照
寺
山
の

麓
に
移
転
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

梅
津
半
右
衛
門
憲
忠
は
佐
竹
義
宣
に
仕
え
た
家

老
、
弟
の
梅
津
政
景
も
家
老
と
な
り
、
二
十
二
年
間

に
も
及
ぶ
そ
の
日
記
は
『
梅
津
政
景
日
記
』（
秋
田

県
有
形
文
化
財
）
と
し
て
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

　
　

五
、
鶴
子
の
滷
と
孫
四
郎
家

　

図
絵
右
上
の
説
明
文
は
「
河
辺
郡
。
港グ
ル
メ
キ
ガ
タ

湾
湖 

又
言 

鶴
子
ノ
滷
。
雨
恋
長
峰
、
阿
野
ノ
沢
、
柏
樹
森
、
通

沢
ノ
枝
村
嘉
川
村
、
保
長 

孫
四
郎
家
」
と
記
し
て
い

る
。
中
心
に
大
き
い
グ
ル
メ
キ
湖
、
左
側
に
茅
葺
屋

根
の 

保
長 

孫
四
郎
家
、
湖
を
囲
む
山
々
な
ど
を
描
い

て
い
る
。
こ
の
絵
を
よ
く
見
る
と
野
中
の
道
を
歩
い

て
い
る
農
夫
ら
し
い
人
、
湖
の
回
り
の
田
圃
で
多
く

の
人
が
、
田
植
え
で
あ
ろ
う
か
農
作
業
を
し
て
い
る

の
ま
で
、
細
か
く
描
い
て
い
る
。
外
の
物
干
し
に
何

か
か
け
て
い
る
孫
四
郎
家
は
当
時
の
肝
煎
で
あ
り
、

真
澄
は
何
か
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

下
北
手
柳
館
赤
平
に
あ
る
そ
の
大
き
な
沼
は
い
ま

は
赤
平
沼
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
真
澄
は
グ
ル
メ
キ
湖

と
書
い
て
い
る
が
、
湖
水
が
満
々
と
な
っ
た
時
、
な

嫗池《勝地臨毫河辺郡》
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に
か
渦
巻
き
が
で
き
る
と
い
う
の
で
そ
う
呼
ば
れ
て

い
た
ら
し
い
。
雨
恋
長
峰
は
、
雨
乞
長
峰
で
旱
魃
の

時
に
雨
乞
を
す
る
と
必
ず
雨
が
降
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
孫
四
郎
家
は
現
在
山
本
さ
ん
と
い
う
お
宅

で
、
ト
タ
ン
葺
き
の
新
し
い
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。

家
の
す
ぐ
近
く
、
小
さ
な
丘
の
上
に
あ
る
一
本
の
松

は
真
澄
が
描
い
た
図
絵
の
中
の
松
の
大
木
と
似
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
が
訪
ね
た
時
、
静
か
な
湖

の
上
を
一
羽
の
白
鷺
が
優
雅
に
舞
飛
ん
で
い
た
が
、

当
時
は
鶴
な
ど
も
多
く
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
。
な
お
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
地
誌
に
は
記

録
は
な
い
。

　
『
勝
地
臨
毫
河
辺
郡
』
に
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

ほ
か
、「
鶴
の
湯
」（
下
北
手
守
沢
の
冷
泉
で
当
時
賑

わ
っ
て
い
た
ら
し
い
が
今
は
み
え
な
い
）、「
瑠
璃
光

の
杜
」、「
和
田
山
」
の
図
絵
が
あ
る
。

　

地
誌
河
辺
郡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
し
か
載
せ

ら
れ
な
か
っ
た
が
、次
の
一
文
を
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
。

国
道
十
三
号
を
河
辺
町
か
ら
出
て
す
ぐ
の
山
あ
い
の

集
落
船
沢
（
旧
河
辺
郡
船
岡
村
・
現
協
和
町
）
に
つ

い
て
、「
舟
か
沢
ね
も
ち
店
」
と
し
て
、「
此
村
に
根

花
餅
て
ふ
も
の
う
る
宿
、
軒
を
並
べ
て
二
戸
あ
り
、

日
坂
の
わ
ら
ひ
も
ち
の
ご
と
し
。
蕨
餅
を
根
花
餅
と

い
ひ
、
又
、
根
餅
と
い
ふ
。
蕨
の
異
名
を
山
根
草
と

い
ふ
…
…
」
と
記
し
て
い
る
。
蕨
の
根
か
ら
デ
ン
プ

ン
を
採
る
の
に
使
う
道
具
に
「
ふ
ね
」
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
が
、
河
辺
町
農
林
漁
業
資
料
館
に
は
丸
木

舟
の
形
を
し
た
当
時
の
「
ふ
ね
」（
幅
五
十
㌢
、
長

さ
二
㍍
、
深
さ
五
十
㌢
）
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

六
、
真
澄
と
上
北
手

　

次
に
真
澄
が
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
三
月
に

久
保
田
か
ら
楢
山
、
横
森
を
経
て
、
上
北
手
大
戸
に

行
っ
た
日
記
『
筆
の
山
口
』
を
特
に
紹
介
し
た
い
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
鑑
賞
し
て
み
た
い
。

　

「
…
…
田
面
の
道
を
伝
う
か
た
岨
に
さ
る
と
り
と
い

ふ
字
在
り
。
茨
の
名
に
や
と
お
も
へ
ば
、
苔
ね
し
た

る
碑
に
、
元
禄
十
年
と
ゑ
り
た
れ
ば
、
し
か
さ
る
鳥

と
い
ふ
に
こ
そ
あ
ら
め
…
…
」

　

横
森
三
丁
目
か
ら
大
戸
へ
の
道
を
行
く
と
左
側
に

愛
宕
神
社
が
あ
り
、そ
こ
に
庚
申
塔
が
現
存
す
る
が
、

三
猿
の
絵
は
な
ん
と
か
分
か
る
も
の
の
二
鷄
や
年
号

は
風
化
し
て
し
ま
い
、
今
は
分
か
ら
な
い
。

　

「
…
…
大
戸
村
に
い
た
る
。…
…
田タ
ツ
ク
リ佃
の
い
と
ま
に
、

一
ト
村
ラ
の
も
の
、
せ
り
か
ご
て
ふ
も
の
を
、
地
竹

と
て
篠ス
ヾ

竹
の
如
き
小ヲ

竹ダ
ケ

の
雪
に
曲
リ
た
る
を
も
て
作

る
。
世セ

リ理
籠カ
ゴ

の
又
の
名
を
平ヒ
ラ
カ
ゴ籠
と
も
い
ふ
。
せ
り
か

ご
は
根ネ

芹ゼ
リ

つ
む
籠コ

に
は
あ
ら
ず
、
売セ
リ
ビ
ツ櫃

、
千セ
ン

駄ダ

び
つ

の
た
ぐ
ひ
に
し
て
、
市
に
も
の
売
る
商セ
リ
カ
ゴ籠

、
市イ
チ

籠コ

に

ぞ
あ
り
け
る
。
是コ

を
作
る
業
す
れ
ば
、
大
戸
籠カ
ゴ

と
も

は
ら
い
へ
り
。
林
の
な
か
に
い
つ
さ
か
ば
か
り
な
る

桜
咲
た
り
。
此
花
は
雪
の
下シ
タ

と
て
、
い
ち
ば
や
き
桜

な
り
。
こ
と
国
に
い
は
ば
、
彼ヒ

岸カ
ム

桜
の
さ
ま
し
て
、

又
芳
野
桜
に
似
て
こ
と
な
り
、
甲カ
ヒ
ノ斐
国
の
月ヤ
マ
ナ
シ

見
里
、

鶴ツ
ル

郡ノ

に
多
か
る
柴
桜
の
た
ぐ
ひ
也
。
此
花
は
こ
の
川

ノ
辺
ノ
郡
の
駅ウ
マ

路ヤ

、
豊ト

嶋シ
マ

の
郷サ
ト

の
東
ヒ
ガ
シ
ミ
ナ
ミ
南
に
中
て
、
平ヒ

尾ヨ

鳥ド
リ

山
と
い
ふ
あ
り
。
そ
の
村
な
る
柴シ
バ
ダ
ケ
ヤ
マ

生
山
、
ま
た

善ウ

ト

フ

知
鳥
の
観
音
山
の
麓
あ
た
り
に
、
此
雪
の
下
多
し
。

秋
田
郡
の
手テ

形ガ
タ

の
蛇ヘ
ビ

野ノ

広ヒ
ロ

面オ
モ
テの

赤ア
カ
ヌ
マ沼

、
川
ノ
辺
ノ
郡

の
桜
な
ど
の
村
々
の
花ハ
ナ

商ウ

リ売
等ラ

が
、
冬
な
れ
ば
梅
は

村
々
里
々
に
買
ひ
小
枝
を
折
り
集
め
、
桜
は
十
カ
ミ
ナ
ツ
キ月

の

始
め
よ
り
、
か
の
平ヒ

ヨ尾
鳥ド
リ
ヤ
マ山
に
、
鼻ハ
ナ

こ
く
り
な
ど
い

鶴子沼《勝地臨毫河辺郡》
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ふ
い
と
け
は
し
き
山
坂
を
、
は
る
は
る
と
か
ら
う
じ

て
よ
ぢ
の
ほ
り
て
折
り
得
る
桜
を
、
水
に
さ
し
養
ひ

花ハ
ナ
ム
ロ室

に
こ
め
て
、
霜
月
の
仏
事
を
始
め
に
、
梅
の
初

花
初
桜
を
ぞ
う
る
め
る
。年
越
え
正ム
ツ
キ月

と
な
り
て
は
、

猶
、
梅
桜
を
市
に
ひ
さ
ぎ
、
真
マ
コ
ト

の
花
の
咲
ま
で
、
是

を
売
り
つ
ぎ
ぬ
。
心
あ
り
け
る
花
あ
き
人
也
…
…
」

と
大
戸
籠
や
、
雪
の
下
と
い
ふ
桜
、
梅
や
桜
の
花
室

の
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

「
三
月
五
日
、
け
ふ
は
苗
代
の
た
ね
水
に
ひ
ち
ほ
し

た
る
を
、
人
さ
は
に
集
り
て
、
大
桶
に
湯
を
み
た
ら

し
て
、
湯
漉
し
な
ン
ど
と
い
ふ
事
も
し
は
て
て
、
床

に
寝
さ
す
て
ふ
こ
と
を
す
る
に
、
湯ユ

種ダ
ネ
マ
ク蒔

て
ふ
歌
の

意コ
ヽ
ロぞ
知
ら
れ
た
る
。
家ヤ
ド

の
後シ
リ

の
山
に
紅
の
薄
花
桜
い

と
高
き
木
に
咲
た
り
。
此
花
種
蒔
ク
と
き
に
咲
ば
、

た
ね
桜
と
い
ひ
、
又
、
秋
田
の
色
づ
く
こ
ろ
は
、
い

つ
も
紅
葉
す
れ
ば
、
そ
を
見
て
稲
刈
り
初ソ
ム

る
に
、
い

と
よ
き
た
め
し
な
ン
ど
人
の
い
ふ
を
聞
て
、

　

紅
葉
す
る
こ
ろ
は
い
ね
刈
る
苗
代
の
た
ね
ま
き
ざ

　

く
ら
今
咲
に
け
り

三
月
六
日
、
久
保
田
へ
行
人
あ
れ
ば
、
此
桜
を
折
り

て
千
穂
屋
長
秋
の
も
と
へ
贈
る
…
…
」

と
、
前
年
の
冬
に
鳥
屋
長
秋
の
ひ
と
り
っ
子
が
も
が

さ
（
疱
瘡
）
で
亡
く
な
っ
た
時
に
詠
ん
だ
歌
は
桜
の

小
枝
に
添
え
た
が
、
こ
の
日
詠
ん
だ
「
な
き
た
ま
の

手
向
と
花
の
一
枝
を
折
る
も
な
み
だ
の
た
ね
ま
き
さ

く
ら
」
は
長
秋
が
袖
を
濡
ら
す
だ
ろ
う
と
、
手
元
に

止
め
た
と
い
う
。

　

三
月
八
日
は
百
崎
の
百
鈴
寺
（
修
験
寺
）
を
訪
ね

て
い
る
が
、

　

「
…
…
此
寺
の
後
な
る
山
に
、
早カ
タ
カ
ゴ藕
い
と
多
く
、
紫ス

菫ミ

レ菜
、
蔓ツ
ル

菫ス
ミ
レ、

桜
す
み
れ
、
春
シ
ャ
ウ

雪
紅バ
カ
マな

ン
ど
咲
ま
ぜ

て
、
お
も
し
ろ
き
山
坂
也
。
女
メ
ノ
ワ
ラ
ハ童

二
人
手
ご
と
に
、

片カ
タ

籠コ

の
花
折
り
よ
ぢ
て
、
岨ソ
ハ

登
り
来
て
「
か
た
こ
ば

な
雨
の
ふ
る
日
は
し
ぼ
め
ど
も
咲
て
見
せ
ろ
ち
ゃ
か

た
こ
花
」
と
も
ろ
ご
ゑ
に
う
た
ふ
は
、
こ
の
わ
た
り

の
郷ム
ラ

の
磨ス
リ
ウ
ス
ウ
タ

臼
唄
也
…
…
」

と
ほ
ほ
え
ま
し
い
情
景
を
記
し
て
い
る
。
真
澄
は
大

戸
に
滞
在
し
て
松
淵
の
翁
と
語
ら
い
、
弥
生
三
月
の

上
北
手
の
田
園
風
景
を
楽
し
み
、
歌
を
詠
み
、
そ
れ

を
日
記
に
残
し
て
い
る
。
こ
の
『
筆
の
山
口
』
に
は

三
枚
の
図
絵
を
残
し
て
い
る
。「
桜
山
の
猿
鷄
の
岡
」

「
大
戸
か
ら
見
た
鳥
海
山
」「
百
崎
の
木
蓼
山
」
で
あ

る
。

　

そ
の
年
の
四
月
な
か
ば
、
大
戸
の
松
淵
の
翁
と
別

れ
て
、
久
保
田
に
帰
る
道
筋
の
事
が
『
槻
の
若
葉
』

と
し
て
書
い
て
お
り
、
明
田
の
駒
形
の
社
、
ス
ズ
キ

の
観
音
、
釜
木
薬
師
や
、
春
雨
の
中
の
田
植
え
、
さ

な
ぶ
り
の
事
、
水
辺
や
春
の
野
に
咲
く
花
々
な
ど
を

細
か
く
観
察
し
た
名
文
と
い
え
る
。
真
澄
が
大
戸
か

ら
の
帰
途
に
通
っ
た
田
園
地
帯
は
す
っ
か
り
市
街
地

と
変
化
し
、
昔
日
の
面
影
は
な
い
。

　
　

七
、『
勝
手
の
雄
弓
』
の
岩
見
三
内

　

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
八
月
、
真
澄
は
那
珂
通

博
（
藩
校
明
徳
館
助
教
）
ら
と
と
も
に
秋
田
市
太
平

か
ら
岩
見
三
内
（
河
辺
郡
河
辺
町
）
を
訪
ね
て
い
る
。

こ
の
時
の
日
記
が
『
勝
手
の
雄
弓
』
で
あ
る
が
、
そ

の
日
記
本
文
は
太
平
の
林
清
寺
（
曹
洞
宗
）
の
と
こ

ろ
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
。し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、

そ
の
先
の
勝
手
明
神
か
ら
岩
見
三
内
方
面
の
図
絵
が

残
っ
て
い
る
。
岩
見
三
内
の
も
の
は
十
六
枚
で
あ
る

が
、
そ
の
説
明
文
と
と
も
に
当
時
を
知
る
上
で
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。

　

杉
沢
の
「
雁サ

ワ

ラ

翅
木
と
白
葡
萄
」
の
絵
に
描
か
れ
た

石
塚
家
の
椹
（
サ
ワ
ラ
）
の
木
は
今
も
健
在
、
絡
み

つ
い
て
い
る
山
葡
萄
は
樹
勢
が
だ
い
ぶ
弱
っ
て
い
る

も
の
の
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
幹
の
太
さ
は
県
内
一

と
い
わ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
る
。
今
後
も
ぜ
ひ
大
切

に
保
存
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

真
澄
は
「
太
平
、
岩
見
地
区
に
は
大
き
い
家
が
多

い
が
、
そ
の
中
で
も
わ
き
て
大
き
い
」
と
書
い
た
鵜

養
の
「
太
郎
八
の
屋ヤ

ド戸
」
は
、
そ
の
後
改
装
は
さ
れ

て
は
い
る
が
、
当
時
の
面
影
を
良
く
残
し
て
い
る
。

藩
政
時
代
は
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
肝
煎
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
「
盛
形
」（
モ
ッ
カ
タ
）
の
図
に
描
か
れ
た
柄
の
つ

い
た
木
の
容
器
は
、
同
型
の
も
の
が
た
ま
た
ま
地
元
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で
見
つ
か
り
、
そ
の
実
物
が
河
辺
町
農
林
漁
業
資
料

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
一
種
の
計
量
容
器
と
見
ら

れ
る
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
図
絵
と
し
て

は
山
の
姿
な
ど
を
描
い
た「
岩
谷
山
の
窟
」「
筑
紫
杜
」

「
阿
波
蹉
山
」「
岩
谷
山
の
女
人
堂
」
が
あ
る
。
ま
た

「
ほ
の
す
」（
伏
伸
）「
と
の
淵
」「
殿
淵
の
獨
木
橋
」「
不

奈
差
久
の
瀧
」（
舟
作
）「
岩
見
の
相
會
」（
岨
谷
峡
）「
三

内
川
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
殆
ど
昔
の
姿
そ
の

ま
ま
に
、
今
も
滝
や
清
流
の
景
勝
地
と
し
て
残
っ
て

い
る
。

　

他
に
全
景
を
俯
瞰
し
た
「
台
村
」「
岩
見
荘
」「
鵜

養
村
」
の
図
が
あ
る
。「
鵜
養
村
」
は
中
山
峠
か
ら

見
た
鵜
養
盆
地
を
桃
源
郷
の
よ
う
に
描
い
て
い
る

が
、
今
訪
れ
て
も
こ
の
絵
と
全
く
同
じ
よ
う
な
感
じ

を
う
け
る
。

　
『
勝
手
の
雄
弓
』
の
図
絵
に
は
、
こ
の
ほ
か
岩
見

三
内
か
ら
の
帰
途
に
描
い
た
と
思
わ
れ

る
「
八
山
」「
柳
館
村
」「
明
田
の
富
士

山
」（
以
上
秋
田
市
）
が
あ
る
。

　

以
上
、
当
時
の
河
辺
郡
に
関
す
る
真

澄
の
記
録
を
見
て
き
た
。
今
回
は
、
そ

の
一
部
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、

い
く
ら
か
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

こ
の
稿
は
平
成
十
六
年
七
月
、
菅
江

真
澄
研
究
会
総
会
で
研
究
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。（

当
研
究
会
幹
事
・
秋
田
市
）

参
考
文
献

『
ガ
イ
ド
菅
江
真
澄
の
道
』

田
口
昌
樹
著　

秋
田
県
青
年
会
館

『
下
北
手
の
桜
・
近
郷
史
』

桜
郷
史
会
編
・
発
行

『
菅
江
真
澄
全
集
』
四
・
五
・
八
・
十
一
巻

内
田
武
志
編　

未
来
社

杣夫の盛形《勝手の雄弓》

　新入会員の報告　（平成 16年 11月 30日現在・敬称略）

石川　　繁　　　秋田市　　　　　山口　宣義　　　秋田市

宮崎　侑子　　　秋田市　　　　　高橋　鎮雄　　　秋田市

相場久美子　　　秋田市　　　　　斎藤亜希子　　　秋田市

富田　弘平　　　東京都　　　　　小林　秀利　　　山形県          

佐藤ケイ子　　　秋田市　　　　　大嶌　久雄　　　秋田市

佐藤　民枝　　　本荘市　　　　　細川　純子　　　仙台市
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十　

三　

湖　

ま　

で

　
　
　

刀
佐
の
水
海
の
見
ま
ほ
し
く
、
い
で
、
そ
こ

　
　
　

に
い
か
ま
ほ
し
と　

菅
江
真
澄「
外
浜
奇
勝
」

野
の
道
に
分
け
入
る
。

生
い
茂
る
林
を
抜
け
る
。

日
の
傾
く
こ
ろ

村む
ら
お
さ長

の
家
に
宿
を
求
め
た
。

翌
朝
。

塩
づ
け
の
す
ず
き
と

田
の
は
た
で
採
っ
た
ぬ
な
を
食
べ
。

露
踏
み
分
け
て
出
立
。

　
　
　

※
ぬ
な
＝
蓴
菜
。
じ
ゅ
ん
さ
い
。

＊男
ば
か
り
の
村
を
過
ぎ
る
。

娘
子
供
ば
か
り
の
村
に
入
る
。

う
し
ろ
か
ら
馬
で
来
た
男
が

し
わ
が
れ
た
声
で
歌
っ
て
か
け
ぬ
け
た
。

十
三
の
砂
山

米
な
ら
よ
か
ろ
。

十
あ
ま
り
三
の

　

●
図
書
紹
介

『
安
水
稔
和 

詩
集 

蟹
場
に
て
』

安
水
稔
和　
著　

　

神
戸
在
住
の
会
員
安
水
稔
和
氏
（
詩
人
・
神
戸
松

蔭
女
子
学
院
大
学
教
授
）
は
、
こ
の
た
び
『
安
水
稔

和 

詩
集 

蟹
場
に
て
』
を
刊
行
し
た
。
二
〇
〇
一
年
か

ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
詩
誌
『
歴
程
』
な
ど
に
掲
載
し

た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
。「
秋
田
」「
津
軽
半
島
」（
外

浜
奇
勝
）「
夏
泊
半
島
」（
津
軽
の
奥
）「
気
仙
沼
）（
は

し
わ
の
若
葉
続
）「
唐
桑
半
島
」（
は
し
わ
の
若
葉
続
）

「
広
田
崎
」（
は
し
わ
の
若
葉
続
）
と
六
編
と
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
全
国
菅
江
真
澄
研
究
集
会
に
参
加

し
た
そ
の
前
後
に
『
菅
江
真
澄
全
集
』（
未
来
社
版
）

を
手
に
現
地
に
立
っ
て
の
創
作
で
あ
る
。

　

そ
の
中
か
ら
「
十
三
湖
ま
で
」
を
紹
介
し
よ
う
。

川
流
れ
入
る
刀
佐
の
水
海
。

＊稲
の
葉
の
あ
い
だ
を
行
く
。

は
る
ば
る
と
続
く
林
を
行
く
。

視
野
の
は
ず
れ
に
鈍
く
光
る

水
ら
し
い
も
の
。

潟
に
出
て
潟
伝
い
。

し
ば
ら
く
行
っ
て
振
り
返
る
と
。

水
の
上
に
岩
木
山
が

遠
く
し
た
だ
み
の
よ
う
に
見
え
た
。

　
　
　

※
し
た
だ
み
＝
細
螺
。
気
さ
ご
、
ぜ
ぜ
が
い
。
ニ
シ
キ
ウ 

　
　
　
　

ズ
カ
イ
科
の
巻
貝
。

　

本
稿
は
真
澄
の
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
六
月
の

日
記
《
外
浜
奇
勝
》
を
参
考
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。

※
発
行
所　

㍿
編
集
工
房
ノ
ア

　
　
　
　
　

大
阪
市
北
区
中
津
三―

一
七―

五

　
　
　
　
　

☎
〇
六―

六
三
七
三―

三
六
四
一

　
　
　
　
　

価　

格　

二
、四
〇
〇
円
＋
税

　

一
般
の
書
店
か
ら
も
購
入
で
き
ま
す
。

（
紹
介
者　

田
口
昌
樹
）
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●
図
書
紹
介

『
か
な
せ
の
さ
と
』
第
一
集

菅
江
真
澄
資
料
セ
ン
タ
ー 

編　

　

秋
田
県
立
博
物
館
菅
江
真
澄
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は

「
か
な
せ
の
さ
と
」
を
発
行
し
、
現
在
六
〇
号
ま
で

発
行
さ
れ
、
好
評
を
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
こ

れ
の
一
号
（
平
成
八
年
八
月
）
か
ら
三
十
号
（
平
成

十
三
年
十
一
月
）
ま
で
が
合
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
企
画
展
解
説
」「
書
名
の
周
辺
」「
真
澄

歳
時
記
」「
真
澄
の
い
る
風
景
」「
秋
元
松
代
『
菅
江

真
澄
・
常
人
の
発
見
』
を
読
む
」「
講
演
要
約
」「
随

想
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
目
次
」
も
頁
数
か
ら
順

番
に
羅
列
す
る
こ
と
な
く
、
記
事
の
内
容
に
よ
っ
て

分
類
さ
れ
て
い
る
。

「
企
画
展
解
説
」　　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
項
目

「
書
名
の
周
辺
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
項
目

「
真
澄
歳
時
記
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
項
目

「
真
澄
の
い
る
風
景
」　　
　
　
　
　
　
　
　

七
項
目

「
秋
元
松
代
『
菅
江
真
澄
』
常
人
の
発
見
」　

五
項
目

「
講
演
要
約
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
項
目

「
随
想
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
項
目

以
上
六
十
四
項
目
に
な
る
が
、
そ
れ
そ
れ
の
項
目
が

真
澄
研
究
の
着
眼
点
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。

　

ま
た
、
真
澄
の
業
績
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
の
記
事
が
見
ら
れ
、
真
澄
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て

貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

朝
夕
一
項
目
ず
つ
読
む
こ
と
で
真
澄
研
究
の
面
白
さ

が
体
験
で
き
る
資
料
と
も
い
え
る
。
今
の
と
こ
ろ
執

筆
者
は
博
物
館
の
職
員
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
真
澄
学
習
室
の
利
用
者
、
講
演
会
聴
講
者
な

ど
に
門
戸
を
広
げ
た
ら
い
か
が
と
提
案
し
た
い
。

　

こ
の
冊
子
の
編
集
は
菅
江
真
澄
資
料
セ
ン
タ
ー
、

販
売
は
秋
田
県
立
博
物
館
内
の
「
秋
田
県
立
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
」。
価
格
は
八
百
円
（
税

込
み
）。

※
秋
田
県
立
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　

〠
〇
一
〇―

〇
一
二
四

　
　

秋
田
市
金
足
鳰
崎
字
後
山
五
二

　

☎
〇
一
八―

八
七
二―

一
七
七
〇

（
紹
介
者　

田
口
昌
樹
）

　

●
図
書
紹
介

『
菅
江
真
澄
と
秋
田
』

伊
藤
孝
博 

著　

　

秋
田
市
の
出
版
社
・
有限会社
無
明
舎
出
版
で
は
、
新
し

い
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、「
ん
だ
ん
だ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」

の
五
冊
を
発
売
し
た
。そ
の
中
の
一
冊
が
表
題
の『
菅

江
真
澄
と
秋
田
』
で
あ
る
。「
真
澄
の
本
を
読
み
た

い
が
、
そ
の
人
物
像
が
良
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

人
の
入
門
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

目
次
を
見
て
み
よ
う
。

１
、
菅
江
真
澄
の
旅
の
跡

　

①
中
部
地
方
か
ら
越
後
〜
東
北
地
方
へ
の
旅

　

②
秋
田
・
岩
手
・
宮
城
の
旅

　

③
北
海
道
と
津
軽
・
下
北
の
旅

　

④
真
澄
の
旅
の
目
的
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⑤
秋
田
で
の
旅

　

⑥
菅
江
真
澄
ら
し
さ
と
は

２
、
菅
江
真
澄
へ
の
再
評
価

３
、
秋
田
に
と
っ
て
の
菅
江
真
澄

４
、
菅
江
真
澄
が
伝
え
た
秋
田

５
、「
真
澄
ワ
ー
ル
ド
」
へ
の
道
標

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
誰
で
も
読
め
る
本
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
文
章

も
き
わ
め
て
平
易
で
あ
り
、
国
学
・
本
草
学
・
地
誌

な
ど
の
熟
語
も
わ
か
り
や
し
く
解
説
を
し
て
お
り
、

中
学
生
で
も
十
分
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

内
容
も
「
生
涯
を
旅
に
生
き
た
理
由
」「
秋
田
六

郡
の
地
誌
編
纂
」
な
ど
に
つ
い
て
も
そ
の
経
緯
が
分

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
著
書
を
読
ん
だ
読
者
が
次
に
読
む
べ
き
本
と

し
て
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
五
巻
（
平
凡
社
）、『
菅

江
真
澄
読
本
』
五
巻
（
無
明
社
出
版
）
を
紹
介
し
て

い
る
。
著
者
は
米
沢
市
出
身
の
元
通
信
社
記
者
。

※
発
行
所　

秋
田
市
広
面
字
川
崎
一
一
二―

一

　
　
　
　
　

有限会社
無
明
舎
出
版

　
　
　
　
　

☎
〇
一
八―

八
三
二―

五
六
八
〇

　
　
　
　
　

価　

格　

九
百
円
＋
税

　

一
般
書
店
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

（
紹
介
者　

田
口
昌
樹
）

　

●
図
書
紹
介

『
真
澄
学
』

真
澄
学
編
集
委
員
会 

編　

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
真

澄
学
編
集
委
員
会
（
山
形
市
）
で
は
標
記
図
書
を
刊

行
し
た
。
論
考
、
研
究
の
標
題
と
執
筆
者
を
次
に
紹

介
す
る
。

「
は
じ
ま
り
の
真
澄
学
の
た
め
に
」　　
　

赤
坂
憲
雄

　
　
〔
論
考
〕

「
菅
江
真
澄
と
考
古
学
」　　
　
　
　
　
　

冨
樫
泰
時

「
菅
江
真
澄
と
民
俗
学
」―

境
界
神
へ
の
視
点

神
野
善
治

「
菅
江
真
澄
の
神
道
観
」　　
　
　
　
　
　

齊
藤
壽
胤

「
菅
江
真
澄
と
秋
田
」　　
　
　
　
　
　
　

金
森
正
也

「
菅
江
真
澄
と
八
郎
潟
」　　
　
　
　
　
　

天
野
荘
平

「
菅
江
真
澄
『
ひ
な
の
遊
び
』

　
　
　
　

と
秋
田
の
民
俗
芸
能
」　　
　
　

門
屋
光
昭

　
　
〔
講
演
録
〕

「
紀
行
文
学
に
お
け
る
菅
江
真
澄
の
位
置
」

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
Ｅ
・
プ
ル
チ
ョ
ウ

〔
注
釈
〕『
奥
の
手
風
俗
』
菅
江
真
澄

「
現
代
語
訳
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
川
純
子

「
注
釈
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
石
み
ぎ
わ

　
　
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

「
孤
独
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
」　　
　

飯
塚
俊
男

「
菅
江
真
澄
の
み
た
赤
倉
山
」

　

―

鬼
神
と
真
澄
岩
木
山
信
仰
の
神
秘―岩

渕
和
紀
子

「
菅
江
真
澄
の
旅
を
読
む
一
視
点
」

　

―

旅
路
中
の
出
会
い
を
中
心
と
し
て―

竹
中
玲
麿

「
真
澄
に
﹇
削
り
か
け
﹈
研
究
の
今
後
を
さ
ぐ
る
」

今
石
み
ぎ
わ

　
　
〔
連
載
〕

「
菅
江
真
澄
の
い
る
風
景
」―

市
に
佇
む
風
景―

細
川
純
子

「
菅
江
真
澄
の
文
化
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
①
」

　

真
澄
学
の
可
能
性

　

―

フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
視
座―磯

沼
重
治

「
菅
江
真
澄
か
ら
近
世
史
を
さ
ぐ
る
①
」

　

鯡
漁
に
生
き
る
人
々
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真　

澄　

往　

来

◇
『
真
澄
遊
覧
記
・
信
州
の
部
』
の
刊
行
を
巡
っ
て

胡
桃
沢
友
男
氏

当
研
究
会
会
員
故
胡
桃
沢
氏
は
平
成
十
二
年
に
亡
く

な
ら
れ
た
。
今
回
、
ご
子
息
胡
桃
沢
勘
司
氏
が
故
胡

桃
沢
友
男
氏
の
名
で
『
柳
田
国
男
と
信
州
』
を
刊
行

さ
れ
、
そ
の
中
に
本
稿
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

◇
「
菅
江
真
澄
の
道
」
を
歩
く

秋
田
河
川
国
道
事
務
所

国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
で
は
「
菅
江
真

澄
の
足
跡
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
検
討

会
」
を
立
上
げ
、
道
の
駅
と
男
鹿
観
光
を
結
び
付
け

た
運
動
を
展
開
中
で
あ
る
。
今
回
仙
台
市
で
発
行

さ
れ
て
い
る
雑
誌
『
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
』（
仙
台
闊
歩
）

十
一
月
号
に
標
記
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。副
題
は「
な

ま
は
げ
の
里
・
男
鹿
半
島
に
残
る
も
う
ひ
と
つ
の
奥

の
細
道
」、
寒
風
山
や
大
桟
橋
な
ど
の
景
勝
地
を
描

い
た
真
澄
の
図
絵
（
県
立
博
物
館
所
蔵
写
本
）
と
現

況
の
カ
ラ
ー
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。

◇
「
菅
江
真
澄
に
学
び
、
旅
に
活
か
す
」

田
口
昌
樹
氏

秋
田
河
川
国
道
事
務
所
が
推
進
し
て
い
る
「
菅
江
真

澄
の
足
跡
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
」
の
運
動
に
関

連
し
て
、
標
記
記
事
を
『
河
北
新
報
』
に
寄
稿
し
、

真
澄
の
著
作
が
活
字
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
紹
介

し
、
真
澄
の
著
作
を
活
用
し
た
観
光
を
提
案
し
て
い

る
。

◇
村
上
家
を
訪
れ
た
菅
江
真
澄

佐
藤
英
男
氏

岩
手
県
胆
沢
町
教
育
委
員
長
佐
藤
英
男
氏
（
当
研
究

会
会
員
）
は
標
記
記
事
を
『
胆
沢
・
両
磐
の
歴
史
』（
㍿

郷
土
出
版
社
）に
寄
稿
し
た
。天
明
六
年（
一
七
八
六
）

正
月
の
日
記
《
か
す
む
駒
形
》
の
中
か
ら
胆
沢
町
の

村
上
良
知
家
に
滞
在
し
た
記
録
と
、
前
沢
町
の
鈴
木

常
雄
家
に
滞
在
し
た
記
録
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◇
『
鐘
は
か
た
り
清
水
は
さ
さ
や
く
』

六
郷
町
史
編
纂
委
員
会

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
、
六
郷
町
は
千
畑
町
、
仙

南
村
と
合
併
し
「
美
郷
町
」
と
し
て
発
足
し
た
。
こ

れ
を
機
会
に
標
記
図
書
を
発
行
し
六
郷
町
全
戸
に
配

布
し
た
。
こ
の
中
に
は
「
菅
江
真
澄
と
郷
土
史
家
」

と
し
て
、
真
澄
の
六
郷
滞
在
に
つ
い
て
ふ
れ
、
真
澄

の
六
郷
滞
在
を
支
援
し
た
小
西
匡
之
、
斎
藤
則
庸
、

熊
谷
直
堅
、
本
覚
寺
良
広
に
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　
―

渡
島
半
島
西
海
岸
の
旅―

　
　
　

菊
池
勇
夫

執
筆
者
の
中
、
赤
坂
憲
雄
、
冨
樫
泰
時
、
天
野
荘
平
、

齊
藤
壽
胤
、
Ｈ
・
Ｅ
・
プ
ル
チ
ョ
ウ
、
磯
沼
重
治
の

各
氏
は
当
研
究
会
会
員
で
あ
る
。

※
発
行
所　

東
北
工
科
大
学

　
　
　
　
　
　
　

東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

山
形
市
上
桜
田
二
〇
〇

　
　
　
　
　

☎
〇
二
三―

六
二
七―

二
一
六
八

　
　
　
　
　

価　

格　

二
、一
〇
〇
円
（
税
込
）

　

一
般
書
店
で
も
購
入
可
能
で
す
。

（
紹
介
者　

田
口
昌
樹
）

　

寄
付
金
の
お
礼

千　

円　
　

船
木
真
之
さ
ん
（
男
鹿
市
）

三
千
円　
　

田
口
昌
樹
さ
ん
（
秋
田
市
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
日
現
在
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真
澄
研
究
に
力
の
あ
っ
た
後
藤
宙
外
、小
西
宗
吉（
会

員
小
西
レ
イ
子
氏
の
父
）、
栗
林
治
郎
作
、
栗
林
新

一
郎
（
い
ず
れ
も
故
人
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

◇
「
大
先
輩
の
学
恩
」

新
野
直
吉
氏

秋
田
県
立
博
物
館
名
誉
館
長
新
野
直
吉
氏
（
秋
田
大

学
元
学
長
）
は
皇
学
館
館
友
会
発
行
の
雑
誌
『
館
友
』

二
四
六
号
に
標
記
記
事
を
寄
稿
し
た
。
当
研
究
会
会

員
鈴
木
太
吉
氏
が
著
し
た
『
真
澄
墓
碑
に
刻
ん
で
あ

る
長
歌
』
を
「
全
国
菅
江
真
澄
研
究
集
会
」
で
当
研

究
会
会
員
塩
瀬
忠
夫
氏
（
愛
知
県
）
か
ら
贈
ら
れ
、

鈴
木
太
吉
氏
の
業
績
を
紹
介
し
、
九
十
一
歳
に
な
っ

て
も
緩
み
の
な
い
そ
の
学
論
に
対
し
、
畏
敬
を
表
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

◇
「
菅
江
真
澄
に
学
ぶ
」

有限会社
無
明
舎
出
版

同
社
が
秋
田
県
道
路
広
報
連
絡
会
議
監
修
の
下
に
発

行
し
て
い
る
「
ラ
・
ル
ー
ト
」
三
十
一
号
で
は
「
第

十
七
回
全
国
菅
江
真
澄
研
究
集
会
」―

藤
里
町
で
開

催―

を
取
材
し
、
研
究
集
会
の
内
容
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
藤
里
町
菅
江
真
澄
会
会
長
福
司
満
氏
に
面
接

し
、
開
催
ま
で
の
苦
労
、
今
後
の
真
澄
研
究
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

◇
『
天
明
の
密
偵
』―

小
説
菅
江
真
澄―中

津
文
彦
氏

江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
作
家
中
津
文
彦
氏
は
か
ね
て

『
岩
手
日
報
』
に
同
名
の
小
説
を
掲
載
し
て
い
た
が
、

今
回
加
筆
、
修
正
の
上
、
㍿
文
藝
春
秋
か
ら
単
行
本

と
し
て
出
版
し
た
。「
主
な
参
考
文
献
」
と
し
て
当

研
究
会
会
誌
『
菅
江
真
澄
研
究
』
を
あ
げ
て
い
る
。

※
価　

格　

一
、七
一
四
円
＋
税

　

一
般
の
書
店
か
ら
購
入
出
来
ま
す
。

　

 

お 

ら 

ほ 

の 

真 

澄

　
　
　

―

友
好
団
体
の
活
動
の
報
告
な
ど―

◇
気
仙
沼
大
島
に
「
菅
江
真
澄
の
道
」
標
柱
建
立

上
坂
親
子
氏

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
七
月
、
真
澄
は
宮
城
県
気

仙
沼
市
の
大
島
神
社
に
参
拝
す
る
た
め
、
大
島
大
向

の
小
野
寺
某
の
家
に
二
泊
し
て
い
る
が
、
そ
の
子
孫

に
あ
た
る
上
坂
親
子
さ
ん
（
気
仙
沼
市
長
崎
）
は
、

当
時
の
大
向
の
小
野
寺
家
の
屋
敷
跡
に
そ
の
事
を
記

し
た
標
柱
を
建
立
し
た
。
小
野
寺
氏
の
子
孫
で
つ
く

る
「
小
野
寺
一
族
の
会
」（
岩
手
県
南
部
、
宮
城
県

北
部
の
小
野
寺
姓
の
人
た
ち
で
結
成
）
は
さ
っ
そ
く

現
地
を
訪
問
、
標
柱
を
見
学
し
二
百
年
前
の
先
祖
と

真
澄
を
偲
ん
だ
。（『
三
陸
新
報
』
の
記
事
よ
り
）

◇
「
真
澄
に
学
ぶ
教
室
講
演
会
」
を
実
施

秋
田
県
立
博
物
館

秋
田
県
立
博
物
館
で
は
九
月
十
七
日
（
土
）、
標
記

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
及
び
演
題
は
、

「
菅
江
真
澄
の
歴
史
認
識
」

　

小
池
淳
一
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授
）

「
八
郎
潟
の
木
造
船
」―

真
澄
と
打
瀬
船
復
元
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潟
船
を
考
え
る―
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駅
「
て
ん
の
う
」
で
真
澄
と
男
鹿
半
島
と
真
澄
の
展

示
と
観
光
案
内
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
回　

十
一
月
十
二
日
「
第
一
回
検
討
会
の
議
事

録
確
認
」「
第
一
回
検
討
会
に
よ
る
モ
デ
ル
事
例
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」「
菅
江
真
澄
の
足
跡
を
活
か

し
た
秋
田
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
」
を
協
議
し
た
。

◇
「
菅
江
真
澄
の
道
」
を
案
内

男
鹿
市
菅
江
真
澄
研
究
会

男
鹿
市
菅
江
真
澄
研
究
会
（
小
山
善
愛
会
長
）
で
は

国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
の
依
頼
に
よ

　
　

天
野
荘
平
氏
（
男
鹿
市
菅
江
真
澄
研
究
会
副
会

　
　

長･

当
研
究
会
常
任
理
事)

約
百
五
十
名
の
人
が
聴
講
し
た
。

◇
「「
真
澄
に
学
び
、
真
澄
を
活
か
す
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
岩
手
横
軸
連
携
交
流
会

岩
手
県
雫
石
町
に
本
部
の
あ
る
秋
田
岩
手
横
軸
連
携

交
流
会
（
理
事
長
・
清
水
浩
志
郎
秋
田
大
学
資
源
工

学
部
教
授
）
で
は
、
岩
手
県
宮
古
市
と
秋
田
県
男
鹿

市
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
の
活
性
化
を
は
か
る
運
動
を
し
て

い
る
が
、
菅
江
真
澄
の
記
録
を
学
び
、
そ
れ
を
活
動

の
中
に
取
り
入
れ
よ
う
と
、
十
月
二
十
一
日
、
秋
田

県
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
分
館
ジ
ョ
イ
ナ
ス
で
講
演
会

を
実
施
し
た
。
講
師
は
田
口
昌
樹
氏
（
当
研
究
会
副

会
長
）、
演
題
は
「
菅
江
真
澄
に
学
び
、
菅
江
真
澄

を
活
か
す
」、
岩
手
、
秋
田
の
両
県
か
ら
七
十
名
ほ

ど
が
参
加
し
た
。

◇
「
菅
江
真
澄
と
稲
作
」

秋
田
県
産
米
改
良
協
会

秋
田
県
の
稲
作
の
改
良
、
種
苗
な
ど
の
管
理
、
供
給

を
業
務
と
し
て
い
る
秋
田
県
産
米
改
良
協
会(

秋
田

県
農
協
会
館
内)

で
は
、
毎
年
種
苗
交
換
会
の
前
日
、

農
業
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年

は
十
月
二
十
八
日
、神
岡
町
で
「
菅
江
真
澄
と
稲
作
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
真
澄
が
記
録
し
た
稲
作
の
十
二
カ

月
に
関
す
る
講
演
を
聞
い
た
。講
師
は
田
口
昌
樹
氏
。

◇
第
三
回
全
国
街
道
交
流
会
議
開
催
さ
れ
る

山
形
県
上
山
市

第
三
回
全
国
街
道
交
流
会
議
が
十
月
十
四
日
〜
十
六

日
の
三
日
間
、
山
形
県
上
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。
二

日
目
の
基
調
鼎
談
「
山
の
向
こ
う
の
も
う
一
つ
の
日

本
」
に
は
赤
坂
憲
雄
氏
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
・

当
研
究
会
会
員
）
が
登
壇
し
た
。
第
四
分
科
会
「
い

で
わ
・
み
ち
の
く
街
道
と
旅
人
」
に
は
田
口
昌
樹
氏

が
登
壇
し
、
東
北
・
北
海
道
を
中
心
に
四
十
七
年
間

に
わ
た
り
旅
に
生
き
た
菅
江
真
澄
の
生
涯
に
つ
い
て

語
っ
た
。

◇
「
菅
江
真
澄
の
足
跡
を
活
か
し
た
地
域
活
性

　
　

化
に
関
す
る
検
討
会
」
を
開
催

国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所

第
一
回　

八
月
六
日
「
真
澄
の
足
跡
に
関
す
る
現
状

と
課
題
」「
男
鹿
半
島
と
道
の
駅
「
て
ん
の
う
」
で

の
モ
デ
ル
実
施
」に
つ
い
て
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

田
口
昌
樹
氏
（
検
討
会
メ
ン
バ
ー
に
委
嘱
さ
れ
た
）

が
「
菅
江
真
澄
に
学
ぶ
」―

真
澄
ほ
ど
秋
田
を
記

録
し
た
人
は
い
な
い―

と
し
て
講
演
し
た
。
会
議

で
は
松
尾
芭
蕉
と
菅
江
真
澄
の
知
名
度
の
違
い
に
つ

い
て
質
疑
が
多
か
っ
た
。
こ
の
会
議
の
結
果
、
道
の

案内人と案内板の一部
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り
、
十
月
九
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の
土
曜
、
日

曜
、休
日
の
七
日
間
、男
鹿
半
島
の
入
口
、道
の
駅「
て

ん
の
う
」
で
男
鹿
半
島
観
光
と
菅
江
真
澄
の
道
（
標

柱
・
案
内
板
・
碑
な
ど
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

を
行
い
好
評
だ
っ
た
。
当
初
は
十
月
九
日
か
ら
十
一

日
ま
で
の
三
日
間
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
人

が
関
心
を
も
っ
て
来
店
し
た
た
め
、
十
一
月
三
日
ま

で
延
長
さ
れ
た
。
期
間
中
、
二
回
に
わ
た
り
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
そ
の
模
様
が
放
送
さ
れ
た
。

◇
「
秋
田
県
南
地
区
講
演
会
」
開
催

菅
江
真
澄
研
究
会

当
研
究
会
主
催
の
「
県
南
地
区
講
演
会
」
は
十
一
月

三
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
山
内
村
公
民

館
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

「
地
誌
『
平
鹿
郡
』
の
見
方
・
考
え
方
」
と
し
て
松

山
修
氏
（
秋
田
県
立
博
物
館
学
芸
主
事
・
当
研
究
会

会
員
）、「
菅
江
真
澄
翁
の
見
た
山
内
」
と
し
て
佐
々

木
修
一
郎
氏
（
山
内
村
文
化
財
保
護
協
会
会
長
）
が

講
演
し
た
。
秋
田
市
内
の
会
員
の
ほ
か
、
岩
手
一
関

市
の
さ
い
か
ち
の
会
、
男
鹿
、
仙
北
、
大
森
、
湯
沢
、

藤
里
の
各
真
澄
研
究
会
の
会
員
も
多
数
参
加
し
、
地

元
の
人
も
含
め
、
約
百
名
の
人
が
聴
講
し
た
。
来
年

の
九
月
二
十
四
（
土
）、
二
十
五
日
（
日
）
の
「
第

十
八
回
全
国
菅
江
真
澄
研
究
集
会
」
開
催
に
む
け
て

さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た
。

◇
「
中
央
地
区
菅
江
真
澄
の
足
跡
を
探
訪
す
る

　
　

会
」
を
実
施

菅
江
真
澄
研
究
会

標
記
探
訪
す
る
会
は
予
定
通
り
十
月
三
十
一
日（
日
）

に
実
施
し
た
。
参
加
者
四
十
人
（
内
会
員
十
七
名
、

会
員
外
二
十
三
人
）
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
二
台
に
分
乗

し
、
秋
田
市
太
平
か
ら
河
辺
町
岩
見
三
内
の
渓
谷
を

訪
ね
た
。
会
員
大
場
与
志
美
、
佐
藤
宗
久
、
清
水
英

明
、
高
橋
一
夫
の
各
氏
が
バ
ス
ガ
イ
ド
、
真
澄
が
図

絵
に
描
い
た
「
山
子
の
盛
形
」「
岩
谷
山
・
筑
紫
森
」

「
白
葡
萄
の
木
」「
中
山
峠
」「
太
郎
八
の
家
」「
殿
淵
・

伏
伸
」
な
ど
を
案
内
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
秋
田

参加者全員の記念撮影（岩見ダム）

市
上
新
城
の
大
滝
山
温
泉
に
移
し
昼
食
の
後
、
田
口

昌
樹
氏
が
「
日
記
《
勝
手
の
雄
弓
》
の
周
辺
」
と
題

し
て
「
奈
良
県
吉
野
町
か
ら
取
り
寄
せ
た
資
料
」
を

紹
介
し
な
が
ら
講
話
を
行
っ
た
。

な
お
、
田
口
昌
樹
氏
は
こ
の
探
訪
会
に
あ
わ
せ
て
、

秋
田
魁
新
報
夕
刊
に
「
日
記
《
勝
手
の
雄
弓
》
の
周

辺
」
と
し
て
紹
介
記
事
を
掲
載
し
た
。

◇
「
郷
土
の
歴
史
と
菅
江
真
澄
翁
」

菅
原
源
八
翁
顕
彰
会

江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
秋
田
県
昭
和
町
の
先
覚

菅
原
源
八
翁
を
顕
彰
す
る
会
で
は
本
年
度
の
総
会
の

後
、「
郷
土
の
歴
史
と
菅
江
真
澄
翁
」
と
し
て
講
話

会
を
開
催
し
た
。
真
澄
の
《
軒
の
山
吹
》《
新
古
祝

甕
品
類
之
図
》
に
つ
い
て
学
び
、
明
治
時
代
の
人
・

石
川
理
紀
之
助
の
菅
江
真
澄
研
究
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
。
講
師
は
田
口
昌
樹
氏
。

◇
「
胆
沢
・
磐
井
を
歩
い
た
真
澄
」さ

い
か
ち
の
会

一
関
市
の
さ
い
か
ち
の
会
（
赤
塚
喜
美
子
会
長
）
で

は
十
一
月
の
学
習
会
と
し
て
、
佐
藤
英
男
氏
（
岩
手

県
胆
沢
町
教
育
委
員
会
委
員
長
・
当
研
究
会
会
員
）

を
講
師
に
「
胆
沢
・
磐
井
を
歩
い
た
真
澄
」
と
し
て

に
講
演
会
を
開
催
し
た
。
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◇
「
菅
江
真
澄
と
歴
史
を
旅
す
る
」

江
崎
友
子
氏

神
奈
川
県
座
間
市
主
催
の
あ
す
な
ろ
大
学
で
学
習
中

の
江
崎
さ
ん
は
「
菅
江
真
澄
の
存
在
」
を
知
り
、
今

回
表
題
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
同
大
学
で
独
自
の

展
示
会
を
開
催
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
内
容
は
、「
は
じ

め
に
」「
今
か
ら
二
百
五
十
年
前
の
こ
と
」「
真
澄

三
十
歳
の
旅
立
ち
」「
菅
江
真
澄
遊
覧
記
」「
信
濃
の

旅
」「
真
澄
と
ア
イ
ヌ
」「
真
澄
の
恐
山
・
私
の
恐
山
」

「
四
十
七
年
間
も
旅
が
続
け
ら
れ
た
謎
」「
真
澄
を
め

ぐ
る
人
々
」「
部
屋
か
ら
一
歩
も
で
ら
れ
な
い
人
と

一
万
六
千
キ
ロ
歩
い
た
人
」「
菅
江
真
澄
研
究
会
と

は
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

展示「菅江真澄と歴史を旅する」

　

原
稿
募
集
の
お
知
ら
せ

前
号
で
ご
案
内
の
通
り
、『
菅
江
真
澄
研
究
』
第

五
十
五
号
は
「
論
文
特
集
号
」
と
し
て
、
五
月

二
十
日
頃
に
発
行
予
定
で
す
。会
員
各
位
の
論
文
・

研
究
・
随
想
な
ど
を
特
集
予
定
で
す
。
左
記
に
よ

り
原
稿
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

内
容　

論
文
・
研
究
発
表
・
随
想
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

　
　
　

は
問
い
ま
せ
ん
が
当
研
究
会
の
「
投
稿
規

　
　
　

定
」
に
よ
り
ま
す
。

形
態　

Ｂ
５
判
の
冊
子
四
十
五
頁
程
度

枚
数　

四
百
字
原
稿
用
紙
八
枚
以
内
（
写
真
・
グ

　
　
　

ラ
フ
な
ど
を
含
む
）

期
限　

平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
（
厳
守
）

掲
載
の
有
無

　
　
　

編
集
委
員
会
の
協
議
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

謝
礼　

掲
載
誌
を
三
部
贈
呈
し
ま
す
。

※
論
文
募
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
原
稿
の
送

　

付
先
は
、

　

〠
〇
一
〇―

一
六
二
三　

秋
田
市
新
屋
町
字
関

　

町
後
一
九
〇―

二
六　

田
口
昌
樹

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　
　
　
　

〇
一
八―

八
二
八―

六
九
一
六

　

刊　

後　

録

◇
猛
暑
・
台
風
・
地
震
と
今
年
は
自
然
災
害
の
多
い

年
で
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
例
年
に
な
い
暖
冬
で
な

い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

◇
真
澄
の
四
十
七
年
間
の
旅
の
中
で
、
多
く
の
自
然

災
害
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
浅
間
山
の
噴
火
」（
伊

那
の
中
路
）、「
天
明
の
飢
饉
」（
外
ガ
浜
風
）、
海
難

事
故
（
え
み
し
の
さ
え
き
）、
男
鹿
大
地
震
（
男
鹿

の
寒
風
）
な
ど
で
あ
る
。
花
巻
で
は
寄
寓
し
て
い
た

伊
藤
鶏
路
の
家
で
火
災
に
合
っ
て
い
る
。
来
年
は
災

害
の
無
い
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

◇
八
月
以
降
、
毎
月
第
一
火
曜
日
に
秋
田
市
で
「
真

澄
学
習
会
」
を
開
催
し
て
い
る
が
、
会
員
の
ほ
か
一

般
の
人
を
含
め
て
毎
回
三
十
名
前
後
の
参
加
を
え
て

感
謝
し
て
い
る
。
一
般
参
加
者
の
方
々
に
研
究
会
へ

の
入
会
を
勧
め
て
お
り
、
十
五
名
の
方
々
か
ら
新
た

に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

◇
次
号
は
「
論
文
特
集
」
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の

会
員
か
ら
の
応
募
に
期
待
し
た
い
。

◇
第
五
十
四
号
お
届
け
し
ま
す
。

◇
良
い
年
を
お
迎
え
下
さ
る
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
（
編
集
委
員　

天
野
荘
平
・
菊
地
利
雄
・
佐
藤

　
　
　

春
雄
・
田
口
昌
樹
）


